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１
月
９
日
、
古
く
か
ら
別
宮
地
区
に
伝
わ
る
伝
統
行
事
の
「
別
宮
の
お
綱
う
ち
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
日
の
朝
、
区
の
人
た
ち
約
　
人
が
作
業
場
に
集
ま
り
、
大
き
な
掛
け
声
と
と

５０

も
に
３
本
の
太
い
わ
ら
を
数
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
体
を
ね
じ
り
な
が
ら
回
り
、
太
さ

約
　
㌢
、
長
さ
約
　
㍍
と
い
う
巨
大
な
綱
を
編
み
上
げ
ま
し
た
。

３０

１８

五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災
を
願
い「
別
宮
の
お
綱
う
ち
」

　
そ
の
後
、
神
事
が
行
わ
れ
、
綱
は
、

お
綱
屋
敷
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
ま
で

運
ば
れ
ま
し
た
。
上
組
と
下
組
に
分

か
れ
て
７
回
綱
を
引
き
合
い
、
上
組

が
勝
つ
と
そ
の
年
は
豊
作
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。「
よ
い
し
ょ
～
」
の
威
勢

の
良
い
掛
け
声
が
村
中
に
響
き
渡
り
、

４
対
３
で
見
事
上
組
の
勝
利
と
な
り

ま
し
た
。

　
綱
引
き
の
後
は
、
お
綱
を
カ
ン
ザ

キ
岡
ま
で
運
び
、
巨
大
な
ケ
ヤ
キ
の

木
に
飾
り
付
け
、
ケ
ヤ
キ
の
前
で

「
ウ
ォ
ー
」
と
声
を
あ
げ
１
年
の
無

病
息
災
と
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

息を合わせて綱を打つ別宮区の住民

た
長
さ
２
０
１
１
㌢
、
幅
２
㍍
の
紙
を

中
心
に
、
大
屋
町
在
住
の
書
道
家
前
田

華
汀
さ
ん
が
「
卯
年
大
吉
」
、
近
藤
研
秀

さ
ん
が
「
絆
」
と
書
き
、
参
加
者
た
ち

も
好
き
な
言
葉
や
目
標
な
ど
を
書
き
ま

し
た
。

　
参
加
者
は「
紙
が
大
き
く
て
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
な
か
っ
た
け
ど
楽
し
く
書
け

ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大きな紙に思い思いの言葉などを書く参加者

大
き
な
紙
に
大
き
な
夢
を「
で
っ
か
い
夢
の
書
き
初
め
会
」

　燃えさかるたいまつを、鬼が持つ木箱にたたきつけて、無病

息災を祈願する「まいそう祭り」が、１月１４日の夜、大屋町宮

本の御井神社で奉納されました。

　この祭りは、宮本がまだ海の底だったころ、神様の乗った船

のうち１艘が見当たらなくなったのを、村の人たちがたいまつの

火をかざして「もう１艘ない」と探したのが起源とされ、この

呼びかけが転じ「まいそう」となったといわれています。

　神事の後、氏子らは御神火が移されたたいまつを受け取り、

「まーいそーなーい」というはやし声を上げながら境内に輪を

鬼の木箱に息災を願う「まいそう祭り」

つくりました。そこへ木箱を持った鬼が登場し、輪の内側を歩く鬼の木箱に氏子らは歓声を上げながら次々と

たいまつをぶつけ、１年の無病息災を祈願しました。

　
巨
大
な
紙
に
新
年
の
抱
負
な
ど
を
書
く
「
で
っ
か
い
夢
の
書
き
初
め
会
」
が

１
月
　
日
、
お
お
や
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

１０

　
こ
の
書
き
初
め
会
は
、
同
ホ
ー
ル
が
地
域
文
化
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
地
元
住
民
ら
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

４０

　
参
加
者
ら
は
、「
努
力
」「
生
き
る
力
」
な
ど
思
い
思
い
の
言
葉
を
大
き
く
伸

び
や
か
に
書
い
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
最
初
に
八
鹿
高
校
書
道
部
の
生
徒
が
大
き
な
紙
に
「
卯
」
の
字
と
、

干
支
の
う
さ
ぎ
が
登
場
す
る
童
謡
「
ふ
る
さ
と
」
の
歌
詞
を
曲
に
合
わ
せ
て
書

く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。
そ
の
後
、
２
０
１
１
年
に
合
わ
せ
て
用
意
さ
れ

鬼が持つ木箱にたいまつをぶつける氏子


